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鷺医療相談室
1．活動内容
　医療相談室には社会福祉士の国家資格を有するソーシャルワーカーが1名配置されている。
　ソーシャルワーカーが対応する生活問題は多種多様にわたる。常に意識していることは、支援する人々の生活
全体を見据え総合的にかかわること、院内・院外が連携できるようにこころがけ支援する人々の環境を整備して
いくこと、支援する人々の自己決定・人権尊重を第一義的価値に位置づけその人らしく生活を営んでいくことを
追求していく。
　厚生省よりソーシャルワーカーの業務指針が打ち出され、当院の日報もそれに従って作成している。
　現在行われている業務内容は以下に絞られる。
①経済的問題への対応
　・医療費の支払い困難に対し、諸制度の活用を吟味し助言する。
　・家計の見直しを支援者と共に行う。
　・サラ金、多重責務などの問題について対応し、場合によっては専門家につなげる。
②　入院相談
　・院内から療養病棟への転棟、関係機関や地域住民の療養病棟入院の相談に応じ、判定会議に必要な情報を収
　　遅し資料を作成する。入院（転棟）可能と判定された後、本人・家族と面接をし、早期に援助が展開できる
　　ようアセスメントを行う。
③在宅サービスの調整
　・自宅退院の方々が安心して療養生活をおくれるように介護保険や諸制度を活用し、退院前に本人・家族・関
　　係機関と打ち合わせを行い環境を整備した上で退院できるように対応する。
④　療養生活上の問題
　・受診・受療の相談
　・社会資源の活用
　・インフォーマルな社会資源の発掘、あるいは関係機関に働きかけ必要な社会資源を創設する。
⑤　心理・社会的問題
　・療養生活上の心理的葛藤
　・療養上に必要な家族調整を行う
⑥学校・職場復帰へのかかわり
　・病状や障害により配慮が必要な場合は、学校・職場に働きかけ継続して教育や就労が果たせるように支援す
　　る。
⑦　生活の場の確保
・自宅退院が困難な場合、状況に応じて転院先や生活施設を探し、ソーシャルワークが継続されるよう情報提供
　　を行う。
⑧　その他
　・本人の能力に応じて手続き等の代行や代弁を行う。
　・成年後見制度の活用。
　・遺言書の作成に助言する。など
2．これからの展望
①　HOT導入の患者・家族への健気介入により、必要な社会資源の利用を可能にし、安心した療養生活がおく
　　れるように、家族関係や家屋環境を把握し適切な支援をする。
②療養病棟の各患者について看護師・ケアワーカーと連携しアセスメントを行い、患者本人や家族と面接を行
　　い今後の方向づけや関わりのあり方を検討する。
③　人工透析患者の療養上の生活問題や心理・社会的問題に対応していく。
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平成16年度前期日報集計
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2．診療科目別相談件数
4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計
内科外来 0 0 0 0 0 0
内科入院 0 0 0 2 30 32
呼吸器外来 0 2 5 5 0 12
呼吸器入院 41 45 10 23 38 157
循環器外来 5 1 2 8 16 32
循環器入院 16 30 52 72 49 219
院　　　外 27 130 74 88 68 387
合　　　計 0 89 208 143 ！98 201 839
H16前期　診療科別相談件数
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3．問題件数
4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計
医　療　費 6 36 31 26 14 113
生活・経済 12 40 38 22 31 143
入　　　院 23 ！16 55 77 68 339
退院（在宅） 18 20 13 21 33 105
退院（転院） 24 34 25 26 34 143
受診・受療 0 0 6 5 5 16
心理・社会的 6 1 4 ユ 4 16
家　　　族 2 0 6 5 3 16
療養生活 20 25 29 47 52 173
就労・社会復帰 0 0 0 1 0 1
人権擁護 0 0 0 0 0 0
そ　の　他 0 2 0 2 6 10
合　　　計 0 111 274 207 233 250 1075
H16年前期　問題件数
国就労・社会復帰0％ロ人権擁護0％
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4．援助内容
4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計
社会資源 25 3ユ 26 39 25 146
機能説明 5 34 15 36 22 112
面　　　接 43 52 38 54 63 250
手続代行 3 0 1 0 2 6
事務連絡 15 20 20 11・ 17 83
情報提供・情報収集 212 400 311 373 402 1698
方針協議 6 10 10 9 16 51
退院調整（在宅） 0 17 4 16 20 57
退院調整（転院） 1 14 5 5 8 33
家族調整 0 0 0 0 0 0
代　　　弁 0 1 2 0 1 4
そ　の　他 2 0 0 1 1 4
合　　　計 0 312 579 432 544 577 2444
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H16年前期　援助内容
□その他　　■退院調整（転院）□代弁
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5．援助対象
4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計
本　　　人 26 19 24 27 49 145
家　　　族 38 79 38 74 76 305
医　　　師 22 15 6 14 27 84
看　護　師 76 105 95 86 100 462
院　　　内 17 35 30 45 24 151
関係機関 89 206 155 179 181 810
そ　の　他 0 5 12 5 11 33
合　　　計 268 464 360 430 468 1990
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